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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地
選
定
に
向
け
た

文
献
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
北
海
道
寿
都
町
（
す
っ
つ

ち
ょ
う
）
で
、
四
月
一
四
日
、
地
元
住
民
ら
が
意
見
交

換
を
行
う
「
対
話
の
場
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

実
施
さ
れ
た
。

　

処
分
事
業
実
施
主

体
の
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
は
、
昨

秋
か
ら
の
寿
都
町
・

神
恵
内
村
で
の
文
献

調
査
開
始
を
受
け
、

地
層
処
分
の
技
術
・

安
全
性
を
含
む
事
業

内
容
や
文
献
調
査
の

実
施
状
況
、
地
域
の

産
業
に
及
ぼ
し
う
る

効
果
や
リ
ス
ク
な
ど

を
幅
広
く
示
し
、
地

域
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
議
論
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、「
対

話
の
場
」
を
設
置
す

べ
く
自
治
体
と
の
調

整
を
行
っ
て
き
た
。

　

寿
都
町
で
の
開
会

に
際
し
挨
拶
に
立
っ

た
片
岡
春
雄
町
長
は
、

「
地
層
処
分
に
つ
い
て
賛
否
を
問
う
場
で
は
な
く
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
り
合
う
場

と
考
え
て
い
る
」
と
、「
対
話
の
場
」
の
趣
旨
を
述
べ

た
上
で
、「
若
い
世
代
と
の
対
話
に
つ
な
げ
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
、
町
の
将
来
発
展
に
向
け
て
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
る
こ
と
の
期
待
を
表
明
し
た
。「
対
話
の
場
」

に
は
、
同
町
に
よ
り
選
ば
れ
た
町
議
会
議
員
や
商
工
団

体
関
係
者
ら
二
〇
名
の
う
ち
一
八
名
が
出
席
。
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
と
す
る
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
院
客
員
教
授
の
竹
田
宜
人
氏
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
進
行
役
を
務
め
た
。

　

今
回
は
、「
対
話
の
場
」
の
運
営
方
法
・
位
置
付
け
・

人
選
に
係
る
議
論
が
中
心
と
な
り
、「
核
の
ご
み
を
持

ち
込
む
『
説
得
の
場
』
に
な
り
は
し
な
い
か
。
住
民
投

票
を
ま
ず
行
う
べ
き
」、「
全
員
が
処
分
方
法
に
つ
い
て

熟
知
す
る
よ
う
学
習
会
が
行
わ
れ
る
べ
き
」
と
い
っ
た

町
の
姿
勢
に
対
す
る
不
信
感
の
声
も
出
席
者
か
ら
あ

が
っ
た
。「
対
話
の
場
」
は
一
五
日
に
神
恵
内
村
（
か

も
え
な
い
む
ら
）
で
も
行
わ
れ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で

は
、
両
市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学
者
（
そ
の
四
）

を
紹
介
し
た
い
。
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ツ
・
ヘ
ス
は
、
一
八
八
三
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

シ
ュ
タ
イ
ア
ー
マ
ル
ク
州
ペ
ッ
ガ
ウ
の
近
郊
で

生
ま
れ
た
。
一
九
一
〇
年
に
グ
ラ
ー
ツ
大
学
で

学
位
を
得
て
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
な
ど
で
放
射
線

の
研
究
を
行
っ
た
。
当
時
検
電
器
に
蓄
え
ら
れ

た
電
荷
が
自
然
放
電
す
る
の
は
、
地
球
内
部
か

ら
の
放
射
線
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
一
九
一
二
年
、
ヘ
ス
ら
は
気
球
に
乗
っ
て

五
キ
ロ
ま
で
の
高
度
と
放
射
線
の
強
さ
の
関
係

を
測
定
し
た
。
上
空
に
行
く
ほ
ど
放
射
線
強
度

が
増
加
す
る
こ
と
を
見
出
し
て
、
放
射
線
が
宇

宙
起
源
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
功
績
で

一
九
三
六
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し

た
。
一
九
一
九
年
か
ら
グ
ラ
ー
ツ
大
学
の
非
常
勤

教
授
、
数
年
ア
メ
リ
カ
で
研
究
し
た
後
一
九
二
五

年
に
グ
ラ
ー
ツ
大
学
の
常
勤
教
授
、
一
九
三
一

年
に
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
教
授
に
な
っ
た
が
、

ナ
チ
ス
の
台
頭
を
嫌
い
、
一
九
三
八
年
に
ア
メ

リ
カ
へ
渡
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ー
ダ
ム

大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
に
ア
メ

リ
カ
の
市
民
権
を
得
て
い
る
。

　

一
方
、
一
九
四
〇
年
に
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
た
益
川

敏
英
京
都
大
学
名
誉
教
授
は
、
名
古
屋
大
学
理
学
部
で

坂
田
昌
一
研
究
室
に
所
属
し
理
学
博
士
号
を
取
得
。
京

都
大
学
理
学
部
の
助
手
で
あ
っ
た
一
九
七
三
年
に
、
坂

田
研
の
後
輩
で
あ
る
小
林
誠
と
と
も
に
、
素
粒
子
物
理

学
に
お
け
る
弱
い
相
互
作
用
に
つ
い
て
、
当
時
三
つ
し

か
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ク
ォ
ー
ク
（
電
荷
１

／
３
の
基
本
粒
子
）
に
関
し
、
そ
れ
が
六
種
類
あ
る
と

仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
荷
電
パ

リ
テ
ィ
対
称
性
の
破
れ
と
い
う
現
象
に
説
明
を
与
え

た
。
こ
の
理
論
の
正
し
さ
は
の
ち
の
実
験
で
確
認
さ
れ
、

二
〇
〇
八
年
、
小
林
・
益
川
理
論
に
よ
る
物
理
学
へ
の

貢
献
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
学
生

時
代
か
ら
「
い
ち
ゃ
も
ん
の
益
川
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど

の
議
論
好
き
で
、
違
っ
た
視
点
や
仮
説
を
提
起
し
て
議

論
を
活
性
化
さ
せ
て
い
た
。
英
語
が
大
の
苦
手
で
、ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
講
演
も
通
訳
付
き
で
日
本
語
で
し
た
の
は

有
名
。
東
京
大
学
原
子
核
研
究
所
助
教
授
、
京
都
大
学

基
礎
物
理
学
研
究
所
教
授
、
同
所
長
、
京
都
産
業
大
学

教
授
、
名
古
屋
大
学
特
別
教
授
、
同
素
粒
子
宇
宙
起
源

研
究
機
構
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。 

　

余
談
で
あ
る
が
、
人
類
が
毎
日
浴
び
て
い
る
宇
宙
放

射
線
発
見
者
ヘ
ス
の
こ
と
を
筆
者
は
最
近
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
。
大
学
の
三
回
生
時
は
、
益
川
助
手
（
当
時
）

か
ら
物
理
学
演
習
を
習
っ
た
。
複
雑
な
物
理
定
数
群
の

オ
ー
ダ
ー
を
一
瞬
で
暗
算
す
る
の
に
は
驚
嘆
し
た
。
学

生
が
変
な
答
を
出
す
と
「
と
ん
で
も
は
っ
ぷ
ん
、
歩
け

ば
十
分
」
な
ど
の
ジ
ョ
ー
ク
を
連
発
し
た
。
こ
れ
位
し

か
覚
え
て
な
い
出
来
の
悪
い
学
生
で
あ
っ
た
が
、
今
月

も
両
市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学
者
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願

い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
顔

写
真
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
左
端
が
ヘ
ス
）
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純  

元
京
都
大
学
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元
原
子
力
機
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ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html

GEKKAN-WIEN  Mail 2021  令和３年５月号  Nr. 378　平成元年創刊

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/7618.html

ウィーン医科大学 MedUni Wien はプレシジョン・メ
ディシンのための研究所を新設する。オーストリア首
相、学術大臣、学長が４月 26 日に会見発表した。オ
ーストリア連邦教育学術研究省は欧州委員会「ヨーロ
ッパ・レジリエンスとリカヴァリのファシリティ」の資
金から 2026 年までに合計 7500 万ユーロを投資する。
研究センターは AKH キャンパスに建設される。

ウィーン総合病院AKH・医大キャンパス（上写真）は数
年前から開発を重ねてきた。現在建設中のトランスレ
ーショナル・メディシンのためのセンター、テクノロジー

・トランスファー・センターなどが新たに加わる。
ポストコロナを見据えた最先端技術の精密医療研究セ
ンターが、新型コロナ危機後のヨーロッパ回復再建の一
環として資金を得て、研究員400人規模で、更に加わる。


